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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
5

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O五
年
二
月
二
八
日
発
行
)

第
二
次
北
山
文
庫

「
懐
徳
堂
年
譜
」

に
つ
い
て

竹

健

は
じ
め
に

重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
・
吉
田
鋭
雄
(
号
は
北
山
)
の
旧
蔵
書
で
あ
る
北
山
文
庫
は
、

懐
徳
堂
や
重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
多
数
含
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
北

山
文
庫
の
資
料
の
中
で
も
、
一
九
五
五
(
昭
和
三
十
)
年
に
寄
贈
さ
れ
た
第
一
次
分
に
つ

い
て
は
、
一
九
七
六
(
昭
和
五
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
(
大

阪
大
学
文
学
部
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
九
七
九
年
に
追
加
し
て
寄
贈
さ
れ

(
注
一
}

た
第
二
次
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目
録
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
作
成
さ
れ
た
、
井
上
了
氏
の
「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
北

山
文
庫
続
」
暫
定
目
録
」
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二

O
O四
』
、
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
二

O
O四
年
)
は
、
一
九
七
九
(
昭
和
五
十
四
)

年
に
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
第
二
次
北
山
文
庫
(
「
北
山
文
庫
続
」
)
の
資
料
に
つ
い

て
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
備
附
さ
れ
て
い
る
カ
l
ド
に
基
づ
き
つ
つ
、
井
上
氏
自

身
が
現
物
を
精
力
的
に
調
査
・
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
目
録
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
多
大
な
利
益
を
も

た
ら
す
に
違
い
な
い
。
地
道
な
基
礎
的
作
業
に
誠
実
に
取
り
組
ま
れ
た
井
上
氏
に
対
し

て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
井
上
氏
は
こ
の
「
暫
定
目
録
」
作
成
の
過
程
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見

の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

田

宮
内
庁
蔵
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
稿
本
が
北
山
文
庫
続
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
お

op。

ω
o
口
)
こ
と
が
最
近
報
告
さ
れ
た
が
(
竹
田
健
二
「
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立

過
程
」
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
調
号
、
二

O
O三
)
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ

れ
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
段
階
の
も
の
と
思
わ
れ
る
草
本
を
新
た
に
み
い
だ
し
た
(
∞

。。F
O
ω
H
4
m
)

。

こ
の
指
摘
に
疑
問
を
感
じ
た
筆
者
は
、
先
般
確
認
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿

で
は
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
第
二
次
北
山
文
庫

2
2
5
2
a」
の
「
懐
徳

堂
年
譜
」
と
は
知
何
な
る
資
料
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
、
併
せ
て
そ
の
成

立
事
情
に
関
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
『
懐
徳
堂
紀
年
』

先
ず
、
第
二
次
北
山
文
庫
の
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
。

井
上
氏
の
「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
北
山
文
庫
続
」
暫
定
目
録
」
に
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

懐
徳
堂
年
譜
(
抄
本
、

一
冊
)
(
大
正
甲
子
仲
夏
中
井
天
生
識
、
尚
文
堂
用
筆
)

筆
者
の
調
査
に
基
づ
く
同
資
料
の
書
誌
情
報
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



-
縦
二
三
・
四
五
畑
、
横
三
三
・
五
五
個
。
縦
二

O
字
、
横
二

O
行
の
四

O
O字
詰
め

原
稿
用
紙
(
枠
の
右
上
に
「
(
二
十
字
詰
二
十
行
)
」
、
右
下
に
「
(
尚
文
堂
印
行
)
」

と
印
刷
さ
れ
た
も
の
)
を
使
用
(
表
紙
・
裏
表
紙
も
閉
じ
)
。
二
つ
折
り
し
た
も
の
を

仮
綴
じ
。

・
表
紙
一
菜
、
本
文
三
三
菜
、
裏
表
紙
一
葉
、
合
計
三
五
葉
。

・
表
紙
に
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
打
ち
付
け
書
き
。

・
本
文
第
一
葉
表
右
下
に
「
北
山
文
庫
」
「
∞
。

poω
口
町
」
、
裏
表
紙
の
菜
・
表
下
に

「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
」
の
印
記
あ
り
。

・
内
容
は
、
元
禄
十
三
年
か
ら
明
治
二
年
に
至
る
ま
で
の
懐
徳
堂
の
編
年
史
。
漢
字

仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
中
井
木
菟
麻
日
(
天
生
)
の
識
語
あ
り

0

.
本
文
は
墨
筆
。
後
か
ら
墨
筆
、
及
び
藍
筆
に
よ
る
修
正
が
多
数
加
え
ら
れ
て
い
る
。

朱
筆
に
よ
る
修
正
も
一
箇
所
認
め
ら
れ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
第
二
次
北
山
文
庫
「
∞

R
5
2
a」
の
「
懐
徳
堂
年
譜
」
は
、

一
九
二
五
(
大
正
十
四
)
年
に
再
刊
さ
れ
た
西
村
天
囚
の
『
懐
徳
堂
考
』
に
付
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
の
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
原
稿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂

紀
年
』
よ
り
「
さ
ら
に
古
い
段
階
の
も
の
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
北
山
文
庫
本
『
懐
徳

(
注
ニ
】

堂
紀
年
』
よ
り
新
し
い
資
料
で
あ
る
。

第
二
次
北
山
文
庫
の
「
懐
徳
堂
年
譜
」
(
以
下
、
「
北
山
本
年
譜
」
と
略
記
す
る
)
が
、

再
刊
本
『
懐
抱
堂
考
』
に
付
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
年
譜
」
(
以
下
、
「
活
字
本
年
譜
」
と
略

記
す
る
)
の
原
稿
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

先
ず
第
一
に
、
両
資
料
を
比
較
す
る
と
、
題
名
が
「
懐
億
堂
年
譜
」
で
ま
っ
た
く
同

A

益
三
)

じ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
本
文
の
内
容
も
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
北
山
本
年
譜
と
、
印
制
物
で
あ
る
活
字
本
年
譜

と
で
は
、
体
裁
や
文
字
に
関
し
て
若
干
異
な
る
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
干
支
の
表
記
に

つ
い
て
、
北
山
本
年
譜
で
は
割
注
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
活
字
本
年
譜
で
は
、
年

号
・
本
文
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
「
(
ご
に
入
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
注
に
つ

い
て
も
、
北
山
本
年
譜
で
は
割
注
、
活
字
本
年
譜
で
は
本
文
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で

「
(
ご
に
入
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
山
本
年
譜
の
略
字
は
、
活
字
本
年

譜
で
は
本
字
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
相
違
点
は
、
い
ず
れ
も
内
容
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で

は
な
い
。
活
字
本
年
譜
印
刷
の
際
に
生
じ
た
誤
植
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
ず
か
な

(
注
困
}

相
違
を
除
く
な
ら
ば
、
両
資
料
の
内
容
は
同
一
と
言
っ
て
よ
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
北
山
本
年
譜
の
本
文
に
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
修
正

後
の
北
山
本
年
譜
の
本
文
の
表
記
と
活
字
本
年
譜
の
本
文
と
は
、
す
べ
て
完
全
に
一
致

し
て
い
る
。

第
二
に
、
両
資
料
と
も
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
、
中
井
木
菟
麻
目
が
記
し
た
識
語
が
付
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
識
語
が
完
全
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
山
本
年
譜
と
活
字
本
年
譜
と
の
題
名
・
識
語
が
完
全
に
同
一
で

あ
り
、
ま
た
本
文
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
、
特
に
、
修
正
後
の
北
山
本
年
譜
の
本
文

の
表
記
が
、
活
字
本
年
譜
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抄
本
で
あ
る
北
山
本

年
譜
は
、
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
に
付
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
原
稿
と
考
え
て
間

違
い
な
い
。

ま
た
、
北
山
本
年
譜
が
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
よ
り
も
「
さ
ら
に
古
い
段
階

の
も
の
」
で
は
な
い
こ
と
は
、
北
山
本
年
譜
と
活
字
本
年
譜
と
の
識
語
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
北
山
文
庫
続
」
暫
定
目
録
」
に
お
い
て
、
井
上

氏
が
北
山
本
年
譜
の
成
書
時
期
を
「
大
正
甲
子
仲
夏
」
と
し
て
い
る
の
は
、
木
菟
麻
呂

の
識
語
の
末
尾
に
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
「
大
正
甲
子
」
は
一

九
二
四
(
大
正
十
三
)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
懐
徳
堂
記
念
会
が
『
懐
飽
堂
紀
年
』
の
浄
書

本
を
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
の
は
一
九
一
四
(
大
正
三
)
年
、
そ
し
て
そ
の
二
つ
の
稿
本
、
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す
な
わ
ち
北
山
文
庫
本
と
新
国
文
庫
本
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
が
木
菟
麻
呂
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
た
の
も
、
両
稿
本
の
識
語
に
よ
れ
ば
「
大
正
三
年
冬
十
一
月
」
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
北
山
本
年
譜
は
、
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
が
書
か
れ
た
十
年
後
に
著
さ

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
成
立
事
情

そ
れ
で
は
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
成
立
事
情
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
、
中
井
木
菟

麻
自
の
識
語
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
識
語
の
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

懐
徳
堂
に
編
年
の
記
録
な
し
年
歳
の
徴
す
へ
き
者
寛
政
以
前
に
は
懐
徳
堂
内
外
事

記
息
子
役
公
務
記
録
あ
り
天
保
以
後
に
は
寒
濡
楼
居
諸
録
あ
り
其
鶴
は
文
詩
筒
膿
の

み
大
正
三
年
冬
十
一
月

天
子
武
を
掻
河
泉
の
野
に
閲
し
大
震
を
大
阪
城
に
駐
め
さ
せ
給
ひ
し
時
懐
徳

堂
記
念
舎
膏
皐
校
の
年
譜
を
乙
夜
の
賢
に
供
し
奉
ら
む
と
欲
し
天
生
に
嘱
し
て
編

纂
せ
し
め
き
賞
時
蒼
黄
竃
を
援
き
年
次
に
因
り
て
書
院
輿
鹿
の
簡
末
を
牧
銭
せ
し

者
を
懐
徳
堂
紀
年
と
い
ふ
記
念
舎
頗
る
刷
削
し
て
献
納
の
事
を
終
へ
た
り
後
天
生

其
膏
稿
を
増
修
し
書
題
を
改
め
て
懐
徳
堂
年
表
と
爵
し
以
て
家
に
醸
す
今
蕊
甲
子

の
夏
懐
徳
堂
記
念
舎
碩
圏
西
村
博
士
の
懐
徳
堂
考
を
刊
行
す
る
暴
あ
り
巻
尾
に
年

譜
を
附
載
せ
む
と
欲
し
教
授
松
山
直
競
君
を
以
て
天
生
に
其
編
纂
を
託
せ
ら
る
因

り
て
懐
憶
堂
年
表
を
撮
略
し
て
本
編
を
撰
し
題
し
て
慢
徳
堂
年
譜
と
い
ふ
讃
者
請

ふ
懐
徳
堂
編
年
の
記
録
に
大
同
に
し
て
小
異
な
る
斯
の
三
編
あ
る
こ
と
を
領
得
し

給
は
む
こ
と
を

大
正
甲
子
仲
夏

中
井
天
生

識

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
井
木
菟
麻
日
自
身
は
懐
徳
堂
の
「
編
年
の
記
録
」
を
三
つ
執
筆

し
て
い
る
。
『
懐
徳
堂
紀
年
』
「
懐
徳
堂
年
表
」
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
三
者
で
あ
る
。

こ
の
内
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
で
あ
る
。
一
九
一
四
(
大
正
三
)

年
、
大
正
天
皇
が
陸
軍
大
演
習
を
統
監
す
ベ
く
大
阪
に
行
幸
し
た
折
、
大
正
天
皇
に
懐

徳
堂
の
編
年
史
を
献
上
す
る
こ
と
に
し
た
懐
徳
堂
記
念
会
が
、
中
井
木
菟
麻
呂
に
執
筆

を
依
頼
し
た
。
こ
れ
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
木
菟
麻
呂
の
執
筆
し
た
原
稿
が
、
そ
の
ま
ま
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
。
木
菟
麻
自
の
原
稿
は
、
記
念
会
の
理
事
で
あ
っ
た
西
村
天
囚
に
よ

り
削
除
や
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
で
浄
書
さ
れ
、
献
上
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
木

菟
麻
呂
自
身
も
知
っ
て
お
り
、
右
の
識
語
の
中
で
「
記
念
舎
頗
る
刷
削
し
て
献
納
の
事

A

注
玉
}

を
終
へ
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
執
筆
し
た
後
、
木
菟
麻
目
は
「
膏
稿
を
増
修
し
書
題
を
改
め
」

て
「
懐
徳
堂
年
表
」
を
執
筆
し
、
こ
れ
を
家
蔵
し
て
い
た
。
更
に
そ
の
後
、
西
村
天
囚

の
『
懐
徳
堂
考
』
が
再
刊
さ
れ
る
際
、
そ
の
巻
末
に
懐
抱
堂
の
年
譜
を
附
載
す
る
こ
と

に
し
た
懐
徳
堂
記
念
会
が
、
一
九
二
四
(
大
正
十
三
)
年
夏
に
そ
の
執
筆
を
木
菟
麻
自

に
依
頼
し
た
。
そ
こ
で
木
菟
麻
呂
は
、
「
懐
徳
堂
年
表
」
を
「
撮
略
」
し
て
「
懐
徳
堂

年
譜
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。

(
柱
穴
-

「
懐
億
堂
年
表
」
は
今
の
と
こ
ろ
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
執
筆
の
経

緯
か
ら
見
て
、
木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
三
つ
の
懐
徳
堂
の
編
年
史
は
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』

が
原
型
と
な
っ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
し
か
も
、
木
菟
麻
日
自
身
、
三
者
は
「
大
同
に
し

て
小
異
な
る
」
も
の
で
あ
る
と
、
右
の
識
語
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
懐

徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
後
執
筆
さ
れ
た
懐
徳
堂
の
編
年
史
と
は
、
内
容
的
に
か
な
り
重
複

し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
幅
な
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
を
比
較

し
て
み
よ
う
。
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『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
は
漢

字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
両
資
料
は
表
記
上
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
両
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
か
な
り
の
部
分
が

重
複
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
表
現
に
も
、
強
い
関
連
性
が
見
ら
れ
、
基
本
的
に
は
『
懐

徳
堂
紀
年
』
の
本
文
を
書
き
下
し
文
に
し
た
も
の
が
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
本
文
に
な
っ

て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
と
し
て
、
新
回
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
北
山
本
年
譜
と
に
つ
い
て
、
両
資
料

の
本
文
の
冒
頭
部
分
を
見
て
み
よ
う
。
両
資
料
と
も
本
文
は
元
禄
十
三
年
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
元
時
十
三
年
庚
辰
。
三
宅
石
華
在
大
坂
倦
坂
尼
崎
坊
第
二
街
。
下
惟
教
授
。
尼
崎

坊
講
皐
之
時
。
中
井
整
苓
委
費
服
事
。
其
門
有
中
村
良
賢
一
信
一
臨
時
武
富
永
芳
春
一
議

結
限
長
崎
克
之
鵬
柿
縄
問
等
。
(
『
懐
徳
堂
紀
年
』
)

・
元
禄
十
三
年
(
庚
辰
)
三
宅
石
蓮
大
阪
船
場
尼
崎
町
二
丁
目
に
教
授
す
此
の
際
門

下
に
中
井
聾
苓
中
村
良
費
(
三
星
屋
武
右
衛
門
)
富
永
芳
春
(
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
)

長
崎
克
之
(
舟
橋
屋
四
郎
右
衛
門
)
等
あ
り
(
「
懐
億
堂
年
譜
」
)

ま
た
、
両
資
料
の
本
文
の
末
尾
、
明
治
二
年
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ

る。
-
二
年
己
巳
冬
十
二
月
二
十
五
日
。
華
翁
桐
園
童
謝
生
徒
。
閉
鎖
聞
字
校
。
移
居
於
府

北
本
荘
邑
。
蓋
吾
懐
徳
書
院
。
晩
年
雄
有
王
侯
之
致
意
於
輿
復
。
時
遷
命
否
。
同

志
多
彫
落
。
勢
不
能
復
支
。
終
掃
子
混
滅
。
自
享
保
建
拳
至
子
此
。
貫
一
百
四
十

有
四
年
。
去
校
時
。
華
翁
貼
詩
歌
各
一
首
於
門
扉
一
。
以
爵
千
載
遺
恨
。
(
『
懐
徳
堂

紀
年
』
)

・
同
一
一
年
(
己
巳
)
十
二
月
廿
五
目
撃
翁
桐
園
悉
く
生
徒
を
謝
し
拳
校
を
閉
鎖
し
て

居
を
府
北
本
荘
村
に
移
す
懐
徳
書
院
晩
年
王
侯
の
意
を
輿
復
に
致
し
』
こ
と
あ
り

と
雄
時
運
屯
塞
同
志
多
く
彫
落
し
て
復
支
ふ
る
こ
と
能
は
す
絡
に
鹿
校
の
巳
む
な

き
に
至
れ
り
享
保
建
拳
よ
り
比
に
至
る
ま
で
賞
に
一
百
四
十
四
年
な
り
校
を
去
る

時
華
翁
詩
歌
各
一
首
を
門
扉
に
貼
付
し
て
千
載
の
恨
事
と
な
せ
り
(
「
懐
徳
堂
年

諮
問
」
)

「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
本
文
は
、
漢
文
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
本
文

を
そ
の
ま
ま
書
き
下
し
文
に
し
た
も
の
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句

な
ど
表
現
に
一
部
違
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
本
文
は
『
懐
徳

堂
紀
年
』
の
書
き
下
し
文
に
極
め
て
近
い
。
特
に
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
明
治
二
年
の

条
に
「
華
翁
桐
園
童
謝
生
徒
。
閉
鎖
皐
校
。
移
居
於
府
北
本
荘
巴
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
応
す
る
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
記
述
は
、
「
華
翁
桐
園
悉
く
生
徒
を
謝
し
拳
校
を
閉

鎖
し
て
居
を
府
北
本
荘
村
に
移
す
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
な
ど
は
、
ほ
ぽ
『
懐
徳
堂
紀

年
』
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
書
き
下
し
に
し
た
も
の
と
見
て
良
い
。
両
資
料
の
表
現
上
の

違
い
は
、
さ
ほ
ど
大
幅
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
両
資
料
の
聞
に
は
、
一
方
に
は
記
述
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
、
他
方
に
は

存
在
し
な
い
、
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
存
在
す
る

{
注
七
}

以
下
の
記
述
は
、
木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

細
か
く
見
れ
ば
、
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-
三
宅
春
楼
生
る
(
正
徳
二
年
)

・
玉
井
蘭
洲
父
持
軒
の
喪
に
遭
ふ
(
享
保
六
年
)

・
子
華
孝
賦
成
る
(
明
和
二
年
)

-
逸
史
を
上
梓
す
(
嘉
永
元
年
)

・
十
二
月
廿
九
日
天
皇
(
孝
明
)
崩
す
(
慶
応
二
年
)

・
正
月
五
日
堂
事
上
疏
の
改
正
草
案
を
京
都
の
並
河
向
教
に
郵
寄
す
六
日
森
三
誇
来

庫
堂
事
上
疏
第
二
篇
の
文
義
を
謀
る
八
日
華
翁
聾
街
を
し
て
堂
事
上
疏
第
二
篇
の



改
正
草
案
を
森
氏
に
致
さ
し
め
森
氏
の
領
可
を
得
て
之
を
高
橋
並
河
二
氏
に
送
ら

し
む
企
十
四
日
桐
園
東
組
奥
カ
八
回
五
郎
左
衛
門
を
訪
ひ
て
庫
事
を
密
議
す
企
廿

一
日
授
業
を
開
始
す
華
翁
質
問
を
西
央
に
聴
き
桐
園
聾
街
講
堂
に
助
讃
す
廿
五
日

華
翁
文
舎
を
設
く
毎
月
是
の
日
を
文
舎
定
日
と
為
す
企
二
月
二
日
夜
講
の
定
日
な

り
然
る
に
華
翁
眼
を
患
ひ
て
燈
下
書
を
看
る
を
忌
む
か
故
に
二
七
四
九
の
夜
講
皆

宣
講
と
改
む
四
九
に
は
華
翁
講
説
し
二
七
に
は
桐
園
代
講
す
A
六
目
撃
翁
漬
松
邸

に
慮
守
武
田
善
左
衛
門
を
訪
ひ
て
堂
事
を
園
老
に
托
せ
む
こ
と
を
請
ふ
武
田
氏
近

日
藩
命
を
奉
し
て
東
行
す
る
か
故
な
り
(
去
年
林
祭
酒
か
前
将
軍
に
属
し
て
大
阪

に
在
り
し
時
儒
官
保
田
鉾
太
郎
を
書
院
に
遺
し
て
拳
校
の
由
来
を
聞
は
し
め
桐
園

之
に
建
撃
記
を
呈
せ
し
事
あ
り
頃
者
林
祭
酒
か
江
戸
四
所
の
皐
校
を
振
興
す
る
こ

と
を
建
議
し
た
り
と
聞
き
た
る
故
に
此
の
事
を
托
せ
し
な
り
)

A
十
日
赤
松
孫
太

郎
衆
庫
の
際
其
父
新
平
翁
東
行
に
付
堂
事
を
托
せ
む
事
を
請
ふ
A
廿
五
日
桐
園
堂

事
を
嘆
訴
す
る
書
を
東
町
奉
行
所
に
奉
る
三
月
十
四
日
桐
園
召
に
赴
く
朝
岡
退
蔵

町
奉
行
の
命
を
停
へ
て
請
ふ
所
の
事
は
首
然
な
れ
と
も
大
廷
用
途
浩
繁
に
し
て
聞

き
届
け
難
き
旨
を
告
く
桐
園
慨
然
と
し
て
退
く
(
此
の
時
桐
園
窃
に
退
蔵
を
引
き

て
八
田
氏
に
托
せ
し
事
を
告
け
し
に
退
蔵
噴
る
所
あ
り
今
日
の
言
に
別
牒
を
付
し

て
再
請
す
へ
き
由
を
告
く
明
日
桐
国
重
訴
せ
り
)

A
五
月
廿
目
撃
翁
は
淀
侯
か
老

職
綿
裁
と
な
り
た
る
由
を
聞
き
藩
士
荒
井
木
公
に
托
し
て
懐
徳
堂
嘆
訴
牒
を
致
さ

し
む
企
十
一
月
十
八
日
華
翁
塾
徒
に
程
史
の
舎
讃
を
課
す
二
七
の
タ
は
孟
子
四
九

の
タ
は
十
八
史
暮
廿
三
日
桐
園
輪
講
を
聴
く
輪
講
定
目
前
に
は
一
六
の
日
な
り
し

か
今
更
に
三
八
の
日
を
加
ふ
企
十
月
三
日
相
国
召
に
赴
く
町
奉
行
は
嘆
訴
牒
大
府

《
注
八
}

に
納
れ
ら
れ
さ
る
旨
を
侍
ふ
(
慶
応
三
年
)

-
三
月
十
八
日
桐
園
岡
本
吉
哉
と
裁
判
蓋
に
往
く
塞
吏
大
命
を
宣
議
し
て
日
く
阪
府

皐
校
の
事
期
間
に
仁
和
寺
宮
に
請
ふ
所
あ
り
し
か
一
切
願
意
の
如
く
奮
典
に
従
ふ
へ

し
と
(
明
治
元
年
)

ま
た
逆
に
、
以
下
の
記
述
は
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
存
在
せ
ず
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に

は
存
在
す
る
。

-
聾
巷
服
開
。
復
瀞
大
坂
。
館
子
社
友
吉
田
氏
家
。
(
享
保
七
年
)

・
夏
四
月
。
聾
苓
婦
大
坂
。
(
享
保
十
五
年
)

・
夏
六
月
。
春
棲
修
其
居
室
。
(
寛
延
三
年
)

・
蓋
寛
延
中
。
整
巷
奮
病
寝
差
。
生
徒
復
来
。
而
書
院
類
廃
。
殆
不
復
支
。
於
是
惚

載
。
(
宝
暦
元
年
)

・
五
年
乙
束
冬
。
竹
山
奉
児
元
吉
。
不
育
。
(
宝
暦
五
年
)

・
冬
十
月
戊
辰
。
鴎
僧
止
子
書
賢
北
腸
。
竹
山
作
鴎
備
賦
。
(
宝
暦
六
年
)

・
八
月
掲
示
撃
主
奥
皐
問
所
預
人
新
定
於
講
堂
前
房
。
(
宝
暦
八
年
)

・
是
月
坊
正
川
井
立
牧
改
正
撃
問
所
住
者
之
名
籍
。
(
同
右
)

・
五
月
。
竹
山
奉
女
。
加
藤
子
常
以
園
詩
慶
賀
。
併
贈
描
金
雪
竹
杯
。
竹
山
賦
雪
竹

杯
歌
一
関
謝
之
。
秋
八
月
。
竹
山
檎
妻
撃
適
西
岡
婦
家
革
島
氏
。
幹
其
盤
。
後
分

月
市
居
。
寓
中
所
得
雑
著
。
集
為
一
巻
。
名
目
西
岡
集
。
冬
。
醤
師
足
立
柴
安
来

居
右
塾
。
蘭
洲
膏
居
。
通
意
於
坊
正
。
而
錨
役
知
畜
。
(
明
和
元
年
)

-
秋
九
月
。
祭
安
去
右
塾
。
(
明
和
二
年
)

・
春
正
月
二
十
八
日
。
竹
山
奉
女
布
美
。
十
一
月
二
十
七
日
夫
。
賦
七
絶
三
首
央
之
。

(
明
和
三
年
)

・
古
林
正
民
来
住
。
(
同
右
)

・
春
正
月
二
十
二
日
。
坊
正
召
皐
問
所
預
人
。
稿
疾
不
往
。
使
人
間
其
意
。
即
命
校

内
三
家
。
来
歎
印
於
名
籍
。
不
慮
。
秋
九
月
。
下
吏
来
令
歎
印
云
。
毎
月
賞
来
請

印
。
唯
歳
首
至
坊
鹿
所
歎
之
。
否
則
就
坊
正
居
可
也
。
亦
不
慮
。
(
明
和
四
年
)

・
九
月
。
坊
正
令
下
吏
来
請
印
。
冬
十
一
月
。
竹
山
奉
男
休
吉
。
(
明
和
五
年
)

・
夏
四
月
。
尾
張
侯
使
人
賜
絹
一
疋
於
竹
山
履
軒
。
明
日
。
竹
山
抵
邸
拝
謝
。
是
月
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坊
臆
下
吏
来
請
印
。
而
意
未
稗
然
也
。
六
月
。
竹
山
男
休
吉
夫
。
(
明
和
六
年
)

・
五
月
。
竹
山
作
龍
野
貞
婦
記
録
。
為
請
救
他
。
(
明
和
八
年
)

・
夏
四
月
十
八
日
。
履
軒
室
草
嶋
氏
卒
。
年
二
十
七
。
葬
府
南
誓
願
時
。
私
誼
日
貞

曜
。
秋
八
月
。
坊
正
怒
。
約
不
復
来
請
印
。
九
月
。
下
吏
来
請
印
如
故
。
後
訴
之

市
正
。
吏
召
戒
之
。
事
即
罪
。
冬
十
二
月
。
春
楼
招
坊
正
。
令
奥
皐
問
所
預
入
相

輯
睦
。
(
安
永
二
年
)

・
春
三
月
二
十
四
日
。
有
棄
女
児
於
門
前
者
。
即
申
報
西
街
。
児
患
搭
。
使
古
林
正

民
治
之
。
以
其
在
錫
役
之
地
。
坊
正
不
任
枚
育
之
事
也
。
夏
五
月
八
日
。
棄
子
不

育
。
竹
山
申
報
西
街
。
(
安
永
三
年
)

・
夏
六
月
十
五
日
。
竹
山
謁
西
安
京
極
伊
諜
侯
。
受
授
讃
其
二
子
之
命
。
冬
十
月
。

登
西
安
第
。
授
讃
其
二
子
。
(
安
永
田
年
)

・
春
一
一
月
。
竹
山
込
児
阿
末
。
秋
七
月
也
阿
作
。
是
月
西
安
為
其
息
行
謝
種
。
井
賜

肩
衣
袴
。
(
安
永
五
年
)

-
春
。
竹
山
也
児
牛
士
口
。
夏
六
月
。
西
安
賜
章
服
。
(
安
永
六
年
)

-
是
月
竹
山
為
頼
千
秋
伶
篠
田
義
賢
長
女
成
昏
。
贈
合
吾
煩
。
(
安
永
八
年
)

・
秋
七
月
。
竹
山
適
龍
野
。
行
騨
随
皐
問
所
預
人
名
。
不
称
脇
坂
家
臣
。
冬
十
一
月
。

上
書
両
街
。
請
聞
学
問
所
名
籍
作
別
牒
。
呈
諸
両
街
。
不
循
戸
籍
常
例
。
及
定
棄
子

牧
育
之
法
。
十
二
月
。
叶
一
切
聞
東
街
召
竹
山
。
告
棄
子
市
鹿
取
之
。
定
牧
育
之
法
。

名
籍
別
牒
亦
如
肝
請
。
(
安
永
九
年
)

・
是
歳
竹
山
母
植
村
姐
亦
誇
踊
七
十
。
三
月
吉
辰
。
設
宴
請
客
三
次
。
詞
章
四
十
有

八
首
。
枚
在
懐
徳
辛
丑
書
巻
。
(
天
明
元
年
)

・
春
一
一
一
月
三
目
。
中
村
両
峯
卒
子
京
師
。
(
天
明
二
年
)

・
春
正
月
。
童
工
蔀
闘
月
来
居
左
塾
。
(
天
明
三
年
)

・
秋
八
月
二
十
六
日
。
竹
山
母
植
村
姐
卒
。
欝
七
十
四
。
二
十
九
日
。
葬
府
南
誓
願

寺
。
私
詮
日
貞
範
。
(
天
明
五
年
)

-
秋
八
月
十
六
日
。
大
鋸
堀
田
豊
前
侯
召
竹
山
講
書
。
(
天
明
八
年
)

・
十
月
。
越
中
公
臣
柳
川
儀
右
衛
門
来
。
語
文
蓋
銘
及
鐘
銘
蹴
。
(
同
)

・
春
一
一
月
。
越
中
公
賜
飛
紗
綾
二
端
。
(
寛
政
元
年
)

・
夏
四
月
朔
。
竹
山
室
革
島
氏
卒
。
年
四
十
九
。
葬
府
南
誓
願
寺
。
私
誼
日
貞
淑
。

(
同
)

-
是
月
相
模
侯
使
竹
山
撰
定
世
子
語
。
十
二
月
十
九
日
。
堀
田
相
模
侯
使
竹
山
辞
龍

野
藩
鹿
俸
。
二
十
四
日
。
竹
山
上
書
於
龍
野
邸
。
酔
之
。
(
同
)

A

注
九
】

・
春
一
一
一
月
。
請
本
書
随
進
股
一
函
。
(
寛
政
十
一
年
)

-
五
月
。
上
進
子
本
府
。
但
以
進
臆
之
議
未
定
。
令
指
婦
待
命
。
竹
山
請
謹
書
備
嬰
。

{
注
十
)

即
令
坊
正
投
丁
。
秋
七
月
十
二
日
。
有
命
。
(
同
)

・
春
正
月
。
蕉
園
養
病
子
伊
丹
。
秋
。
又
病
子
京
師
。
(
享
和
三
年
)

-
二
十
四
日
。
碩
果
調
寒
泉
目
。
山
中
善
氏
肝
蔵
聖
像
。
嚢
嬰
兵
焚
。
剥
落
不
完
。

欲
命
工
修
補
。
而
無
様
。
因
欲
般
堂
中
肝
議
。
予
辞
目
。
我
厚
中
素
不
蔵
聖
像
。

以
吾
先
子
有
説
也
。
聞
子
之
宗
家
。
曽
蔵
銅
像
。
勤
朱
氏
家
蔵
四
字
者
。
請
馳
書
。

為
偲
借
均
一
弘
一
十
月
望
。
路
縮
技
一
詩
型
綿
花
繍
十
世
判
懐
徳
堂
有
詩
箆
。
題
命
冬

費
。
(
天
保
八
年
)

・
春
一
一
一
月
二
十
九
日
。
龍
野
脇
坂
淡
路
侯
賜
花
布
一
段
。
疏
視
一
羽
。
侯
潜
心
文
拳
。

嚢
伶
中
井
常
華
。
借
覧
懐
徳
堂
遺
書
。
今
賜
之
以
報
謝
也
。
夏
四
月
。
桐
園
設
位

進
集
。
以
告
子
文
恵
文
清
両
家
君
之
霊
。
(
弘
化
二
年
)

・
秋
八
月
。
西
安
欲
使
郎
君
讃
書
。
請
寒
泉
桐
国
教
授
駕
。
五
日
。
始
就
業
。
是
後

二
人
更
詣
西
街
教
授
。
(
嘉
永
六
年
)

・
六
月
十
一
日
。
中
井
黄
裳
生
。
中
井
氏
四
十
二
年
間
無
一
熊
夢
。
黄
裳
之
生
。
寒

泉
欣
然
賦
二
絶
。
一
以
慶
。
一
以
戒
。
(
安
政
二
年
)

-
十
八
日
。
寒
泉
女
豊
菊
適
淡
輪
参
郎
。
(
安
政
三
年
)
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-
二
十
六
日
。
堂
前
海
業
盛
開
。
桐
園
設
詩
建
。
(
安
政
四
年
)

・
二
十
一
日
。
国
老
龍
野
侯
召
見
桐
園
。
賜
連
環
章
肩
衣
袴
。
二
十
二
日
。
侯
投
駕

子
玉
造
。
桐
園
奔
送
。
駕
過
聞
字
校
門
前
。
稲
垣
菊
堂
代
桐
園
。
盛
服
候
駕
。
近
侍

受
謁
。
競
目
。
中
井
修
治
門
人
。
乃
行
。
冬
十
二
月
五
日
。
加
藤
喜
太
郎
来
。
謝

門
生
服
部
五
郎
因
華
翁
斡
旋
為
入
氏
之
義
子
。
入
氏
懐
徳
堂
膏
同
志
古
金
屋
助
十

郎
之
後
也
。
(
同
)

・
一
一
一
月
十
五
日
。
藤
井
善
作
来
訪
。
善
作
為
竹
山
門
下
之
荷
。
而
中
絶
間
候
。
今
将

尋
膏
好
也
。
(
安
政
六
年
)

・
秋
七
月
八
日
。
碩
果
室
篠
田
氏
卒
。
蕎
七
十
九
。
十
一
日
。
葬
府
南
誓
願
寺
。
私

誼
日
貞
正
。
(
同
)

・
秋
七
月
二
十
六
日
。
華
翁
視
業
。
桐
園
及
聾
街
助
ゑ
。
聾
街
上
堂
助
教
。
不
知
始

予
何
日
。
見
子
居
諸
録
。
是
為
始
。
(
文
久
元
年
)

・
二
十
四
日
。
森
三
誇
男
敏
蔵
来
。
示
玉
孝
子
停
。
記
文
整
華
。
童
一
鷺
落
。
奥
山

片
氏
肝
贈
府
摩
者
同
其
製
。
蓋
同
時
而
成
者
。
(
文
久
二
年
)

・
晦
。
西
街
召
桐
園
。
停
明
日
東
西
両
予
欲
佐
観
堂
構
之
意
。
而
明
日
有
公
事
。
遂

【
詮
十
二
V

止
。
(
文
久
三
年
)

・
十
二
月
二
十
六
日
。
玉
造
京
橋
口
両
鎮
。
各
賜
金
五
百
匹
。
謝
進
献
齢
逸
史
也
。

(
同
)

-
五
月
十
二
日
。
開
講
逸
史
。
秋
七
月
二
十
日
。
長
藩
松
井
雄
二
郎
来
云
。
吾
藩
浪

士
。
怪
擾
京
師
。
砲
火
施
及
市
家
。
慮
々
焚
娘
。
坂
邸
亦
今
夕
或
奉
火
。
於
是
華

翁
奥
桐
園
謀
。
牧
臓
神
主
及
書
籍
什
器
於
庫
中
。
八
月
十
三
日
。
華
翁
講
堂
視
業
。

山
村
高
輔
助
駕
。
九
月
三
日
。
華
翁
桐
園
入
域
。
上
講
建
。
桐
園
先
講
論
語
。
次

華
翁
講
逸
史
。
二
十
日
。
桐
園
入
域
。
華
翁
以
疾
不
往
。
桐
園
講
論
語
。
後
代
講

逸
史
。
聴
者
衆
多
。
冬
十
月
九
日
。
赤
松
孫
太
郎
示
其
弟
民
之
助
書
目
。
嚢
管
校

中
井
氏
之
北
上
也
。
献
逸
史
一
本
於
一
橋
黄
門
公
。
明
日
。
公
欲
有
肝
賜
。
而
中

井
氏
巳
南
下
。
因
命
民
之
助
代
受
駕
。
乃
以
五
日
詣
第
。
奔
受
銀
七
錠
。
十
二
月

三
目
。
桐
園
入
城
講
説
。
筆
翁
不
得
往
。
是
日
府
帥
使
人
。
迎
聖
像
。
摘
以
捻
子
。

蓋
嚢
有
命
也
。
桐
園
従
而
往
。
(
元
治
元
年
)

・
三
月
五
日
。
摩
園
梨
花
方
開
。
桐
園
啓
詩
鑑
。
題
命
厚
園
梨
花
。
(
慶
臆
元
年
)

・
冬
十
一
月
六
日
。
聾
街
陣
目
。
且
加
冠
。
改
小
字
阿
二
郎
名
秀
二
郎
。
十
二
月
二

十
四
日
夜
。
迎
本
田
作
内
賦
詩
。
題
命
瓶
梅
知
春
。
又
以
壁
上
肝
控
竹
山
書
幅
。

疾
風
知
勤
草
。
板
蕩
識
忠
臣
為
題
。
雑
以
問
書
重
。
(
同
)

単
純
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
は
存
在
す
る
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に

存
在
し
て
い
な
い
記
述
は
、
「
懐
徳
堂
年
表
」
執
筆
の
際
に
「
増
修
」
さ
れ
た
も
の
で
、

「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
存
在
せ
ず
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
存
在
す
る
記
述
は
、
「
懐
徳
堂

年
表
」
か
ら
「
撮
略
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
残
念
な

が
ら
「
懐
徳
堂
年
表
」
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
具
体
的
に
ど
の

段
階
で
ど
の
よ
う
に
木
菟
麻
呂
が
「
増
修
」
や
「
撮
略
」
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

詳
細
は
把
握
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
『
懐
徳

堂
紀
年
』
と
の
記
述
の
相
違
は
、
木
菟
麻
呂
が
確
か
に
「
増
修
」
や
「
撮
略
」
を
加
え

A

注
+
三
)

た
こ
と
、
比
較
的
「
撮
略
」
の
方
が
多
い
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
の
聞
の
相
違
は
、

文
献
全
体
と
し
て
見
れ
ば
部
分
的
で
、
両
資
料
の
か
な
り
の
部
分
の
内
容
は
重
複
し
て

い
る
。
木
菟
麻
日
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
「
懐
徳

堂
年
譜
」
と
は
、
懐
徳
堂
の
編
年
史
と
し
て
「
大
同
に
し
て
小
異
」
な
の
で
あ
る
。

木
菟
麻
口
白
が
最
初
に
執
筆
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
原
型
と
し
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
は
異
な
ら
な
い
形
で
「
懐
簡
堂
年
譜
」
を
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
懐

徳
堂
年
譜
」
の
識
語
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
は
、
「
大
正
三
年
」
、
す
な
わ
ち
一
九
一
四
年
の
十
一
月
に
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記
さ
れ
た
部
分
と
、
「
大
正
甲
子
」
、
す
な
わ
ち
一
九
二
四
年
の
夏
に
記
さ
れ
た
部
分
と

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
。
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
の
「
大
正
三
年
」
の
部

分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

懐
徳
堂
に
編
年
の
記
録
な
し
年
歳
の
徴
す
へ
き
者
寛
政
以
前
に
は
懐
徳
堂
内
外
事

記
拳
校
公
務
記
録
あ
り
天
保
以
後
に
は
寒
濡
楼
居
諸
録
あ
り
其
蝕
は
文
詩
筒
臆
の

み
大
正
三
年
冬
十
一
月

こ
れ
は
、
木
菟
麻
日
が
漢
文
で
書
い
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
稿
本
、
つ
ま
り
新
国
文
庫

本
・
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
識
語
の
中
の
、
執
筆
に
用
い
た
懐
徳
堂
関
係
の

資
料
を
紹
介
し
て
い
る
部
分
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
り
、
概
ね
そ
れ
を
書
き
下
し
文

(
注
十
四
}

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
稿
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
識
語
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

懐
徳
堂
記
録
。
年
歳
之
可
徴
者
。
寛
政
以
前
有
拳
問
所
建
立
記
録
。
懐
徳
堂
内
外

事
記
。
拳
校
公
務
記
録
。
天
保
以
後
有
寒
溝
棲
居
諸
録
。
中
間
則
関
知
也
。
其
飴

則
文
詩
筒
崩
耳
。
斯
編
之
成
。
在
蒼
卒
之
際
。
居
諸
録
不
得
悉
開
。
取
材
於
遺
書
。

亦
不
過
其
二
三
。
異
日
嘗
随
獲
而
追
録
駕
。

大

正

三

年

冬

十

一

月

実

陰

後

学

中

井

天

生

識

こ
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
識
語
か
ら
は
、
木
菟
麻

E
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
執
筆
に
必

要
な
資
料
収
集
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
木
菟
麻
日

は
、
更
に
資
料
を
収
集
・
調
査
し
て
そ
れ
ら
を
「
追
録
」
し
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
懐

徳
堂
の
編
年
史
を
作
成
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
木
菟
麻
目
が
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
識
語
か
ら
、
執
筆
に
用
い
た
資
料
を
説
明

す
る
部
分
を
抽
出
し
て
書
き
下
し
文
に
し
、
そ
れ
を
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
に
組
み

入
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
「
大
正
三
年
冬
十
一
月
」
と
、
識
語
の
執
筆
時
期
ま
で
明

示
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
体
何
を
意
味
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、

「
懐
徳
堂
年
譜
」
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
執
筆
の
際
に
用
い
た
資

料
以
外
に
、
特
に
新
た
な
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

{
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い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
木
菟
麻
呂
が
行
っ
た
「
増
修
」
や
「
撮
略
」
に
は
、
表
現
や
体
裁
に
関

す
る
修
正
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
内
容
的
に
見
れ
ば
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』

執
筆
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
範
囲
の
事
柄
を
、
改
め
て
取
捨
選
択
し

た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
三
つ
の
懐
徳
堂

の
編
年
史
は
「
大
同
に
し
て
小
異
」
な
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

w
q
ノ。

以
上
、
本
章
で
は
、
中
井
木
菟
麻
自
の
「
懐
抱
堂
年
譜
」
の
識
語
か
ら
そ
の
成
立
事

情
を
検
討
し
た
。
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
資
料
は
、
実

は
別
に
も
う
一
つ
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
の
序
文
で
あ
る
。
次

章
で
は
、
こ
の
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
の
序
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
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懐
徳
堂
記
念
会
と
『
懐
徳
堂
年
譜
」

再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
の
序
文
は
、
重
建
懐
億
堂
の
初
代
教
授
で
あ
る
松
山
直
蔵
が
、

「
大
正
乙
丑
」
、
つ
ま
り
一
九
二
五
(
大
正
十
四
)
年
の
九
月
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
部
分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
末
今
哨
す
る
に
懐
徳
堂
復
興
小
史
及
懐
徳
堂
年
譜
を
以
て
す
。
前
者
は
舎
の
記

録
を
抄
し
て
以
て
復
興
の
縁
由
と
現
肢
と
を
明
か
に
せ
る
も
の
な
り
。
後
者
は
黄

裳
中
井
君
の
撰
す
る
と
こ
ろ
、
君
名
家
の
育
を
以
て
組
考
の
業
を
迫
念
し
、
嘗
て

家
蔵
懐
徳
堂
奮
記
及
先
師
儒
の
遺
文
日
乗
に
擦
り
、
年
表
一
巻
を
撰
す
。
事
組
考



に
関
す
る
も
の
尤
も
詳
密
に
し
て
復
た
遺
こ
す
と
こ
ろ
な
し
。
余
嘗
て
子
俊
の
言

を
聞
く
、
懐
徳
堂
は
浪
撃
の
公
昼
止
し
て
、
一
家
の
私
塾
に
非
ず
と
。
懐
徳
堂
考

丹
に
其
の
草
す
る
と
こ
ろ
の
懐
徳
堂
記
念
舎
趣
旨
書
倶
に
頗
る
意
を
比
慮
に
致
せ

り
。
因
り
て
以
爵
へ
ら
く
、
年
表
中
若
し
専
ら
家
常
潰
事
に
繋
か
る
も
の
を
剛
り

て
、
以
て
懐
徳
堂
考
の
後
に
消
す
る
こ
と
を
得
ば
、
讃
者
の
便
大
な
ら
ん
と
。
乃

ち
子
俊
に
函
し
て
之
を
諮
る
。
子
俊
之
を
費
す
。
余
因
り
て
君
を
訪
ふ
て
勘
む
る

に
節
略
合
印
の
事
を
以
て
す
。
君
も
亦
慨
然
之
を
諾
す
。
時
恰
さ
に
盛
夏
、
君
努

助
事
に
従
ひ
、
年
表
を
約
し
て
年
譜
を
編
す
。
既
に
し
て
子
俊
世
を
謝
し
、
重
印

の
事
亦
爵
め
に
頓
挫
し
、
荏
再
季
を
臨
え
、
今
績
か
に
功
を
竣
ふ
。

こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
中
井
木
菟
麻
目
は
「
組
考
の
業
を
迫
念
し
、
嘗
て

家
蔵
懐
徳
堂
首
記
及
先
師
儒
の
遺
文
日
乗
に
接
り
」
、
「
年
表
一
巻
」
を
著
し
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
「
年
表
」
か
ら
「
専
ら
家
常
瑛
事
に
繋
か
る
も
の
を
耐
り
て
」
作
成
し
た

の
が
「
懐
徳
堂
年
譜
」
で
あ
る
。
ま
た
序
文
は
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
を
作
成
し
て
そ
れ

を
『
懐
徳
堂
考
』
に
合
印
す
る
こ
と
は
松
山
直
蔵
が
発
案
し
、
西
村
天
囚
に
提
案
し
て

同
意
を
得
た
上
で
、
木
菟
麻
呂
に
自
ら
依
頼
し
た
と
し
て
い
る
。

「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
作
成
が
そ
も
そ
も
懐
億
堂
記
念
会
の
側
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
し

て
そ
の
執
筆
を
松
山
直
蔵
が
中
井
木
菟
麻
巨
に
依
頼
し
た
と
す
る
点
は
、
前
章
で
検
討

し
た
木
菟
麻
呂
の
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
の
記
述
と
合
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
懐
徳
堂
年
譜
」
識
語
の
内
容
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
疑
問
点
が
浮
か
ん

で
く
る
。
そ
れ
は
、
松
山
直
蔵
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
関
し
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
お
ら

ず
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
母
体
と
な
っ
た
懐
徳
堂
の
編
年
史
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
年

表
」
と
し
て
い
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

先
に
筆
者
は
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
め
ぐ
っ
て
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
ふ
る
ま
い
に
、
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甚
だ
奇
妙
な
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と

同
様
、
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
に
合
印
さ
れ
て
い
る
「
懐
徳
堂
復
興
小
史
(
懐
億
堂
記

念
会
記
事
紗
録
ご
は
、
右
の
序
文
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
記
念
会

が
創
立
前
後
の
事
情
を
ま
と
め
た
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
大
正
天
皇
へ
の
献
上
に
関
す
る
記
述
が
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
。
大
正
天
皇
と

懐
徳
堂
記
念
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
下
賜
金
を
受
け
た
こ
と
を

「
優
恩
に
需
被
」
し
た
と
特
記
し
、
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

献
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
大
正
十
五
年
十
月
に
『
懐
徳
堂
要
覧
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
「
新
懐
徳
堂
沿
草
」
は
、
「
懐
徳
堂
復
興
小
史
」
と
概
ね
閉
じ
内
容
で
あ
る

が
、
や
は
り
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
献
上
に
触
れ
て
い
な
い
。

現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
記
念
会
か
ら
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
浄
書
本
『
懐
徳

堂
紀
年
』
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
編
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正
天
皇
に
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
献
上
し

た
事
実
は
動
か
し
難
い
。
し
か
も
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
が
そ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る

資
料
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
北
山
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
稿

本
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
一
枚
の
原
稿
用
紙
で
あ
る
。
そ
の
原
稿
用
紙
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

Fnu 
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大
正
三
年
十
一
月
先
帝
陛
下
為
陸
軍
大
演
習
統
監
行
幸
大
阪
府
此
時
懐
徳
堂
記

念
舎
有
嘱
懐
徳
堂
編
年
史
之
編
子
中
井
木
菟
麻
呂
氏
以
供
乙
夜
之
寛
之
議
既
而

稿
成
駕
理
事
故
文
皐
博
士
西
村
時
彦
氏
柳
加
取
舎
而
浄
書
清
装
納
之
函
以
請
惇
献

幸
辱
嘉
納
本
書
即
是
其
底
本
失
時
予
幹
事
此
項
目
探
之
僅
底
乃
加
帳
以
返
贈
云

昭

和

四

年

七

月

上

松

寅

三

識

こ
れ
を
書
い
た
上
松
寅
三
は
、
昭
和
初
期
に
大
阪
府
立
図
書
館
に
勤
め
、
重
建
懐
徳

【
注
+
七
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堂
の
幹
事
で
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
メ
モ
の
内
容
は
、
前
章
で
検
討
し



た
「
懐
徳
堂
年
譜
」
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
木
菟
麻
自
の
識
語
の
内
容
と
、
ほ
ぽ
一
致

し
て
い
る
。
懐
徳
堂
記
念
会
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
内
部
の
人
間
も
十
分
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

懐
徳
堂
記
念
会
が
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
一
二
(
大
正
二
)
年
の

こ
と
で
あ
り
、
大
正
天
皇
に
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
献
上
す
る
前
年
で
あ
る
。
記
念
会
に

と
っ
て
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
献
上
は
、
会
の
存
在
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
上
で
、
お

そ
ら
く
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

懐
徳
堂
記
念
会
が
刊
行
し
た
物
の
中
に
、
献
上
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な

い
の
は
、
甚
だ
奇
妙
で
あ
る
。

松
山
直
蔵
の
序
文
が
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
成
立
事
情
を
説
明
す
る
に
当
た
っ
て
『
懐

徳
堂
紀
年
』
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
懐
徳
堂
記
念
会
の
奇

妙
な
振
る
舞
い
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
懐
億
堂
年
譜
」
の
識
語
の
中
で
、
中
井
木
菟
麻
呂
は
、
「
懐
徳
堂
記

念
曾
直
撃
校
の
年
譜
を
乙
夜
の
寛
に
供
し
奉
ら
む
と
欲
し
天
生
に
嘱
し
て
編
纂
せ
し
め

き
」
と
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正
天
皇
に
献
上
し
よ
う
と
し
て
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
執

筆
を
依
頼
し
て
き
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
木
菟
麻
呂
の
識
語
は
、
松
山
直
蔵

の
序
文
が
書
か
れ
た
年
の
前
年
に
書
か
れ
て
お
り
、
従
っ
て
松
山
直
蔵
は
、
木
菟
麻
日

が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ

れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
松
山
直
蔵
は
、
何
故
か
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
触
れ
て
い
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
単
な
る
誤
り
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
そ
の

よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松
山
直
蔵
を
含
む
当
時
の
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
に
と

っ
て
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
そ
の
も
の
、
及
び
そ
れ
を
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
こ
と
は
、

公
に
は
触
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

何
故
『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
に
と
っ
て
触
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

よ
く
分
か
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
は
懐
徳
堂
記
念
会
内
部
の
何
ら
か
の
事

情
が
影
響
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
献
上
は

西
村
天
囚
を
中
心
と
す
る
一
部
の
関
係
者
の
独
断
で
行
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
後
日
問
題

と
な
り
、
記
念
会
の
公
的
な
活
動
と
し
て
否
定
、
抹
消
さ
れ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
執
筆
を
依
頼
し
た
木
菟
麻
目
と
懐
徳
堂
記
念
会
と

の
聞
の
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
が
影
響
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
松
山
直
蔵
が
序
文
の
中
で
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
母
体
を
「
年
表
」
と
表
現
し

て
い
る
こ
と
と
も
、
お
そ
ら
く
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
触
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

と
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
年
表
」
か
ら
中
井
家
に

関
す
る
事
項
を
削
除
す
る
こ
と
を
、
松
山
直
蔵
が
発
案
し
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
、
松
山
直
蔵
は
木
菟
麻
目
の
書
い
た
「
年
表
」
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
松
山
直
蔵
の
言
う
こ
の
「
年
表
」
が
、
「
懐
億
堂
年
表
」
を
指
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
松
山
直
蔵
に
は
木
菟
麻
呂
が
家
蔵
し
て
い
た
と
い
う
「
懐
徳
堂
年
表
」
を
読
む

機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
見
で
は
、
松
山
直
蔵
が
い
う
「
年
表
」
と
は
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を

執
筆
し
た
際
に
懐
徳
堂
記
念
会
に
呈
上
し
た
稿
本
、
す
な
わ
ち
現
在
の
北
山
文
庫
本
『
懐

徳
堂
紀
年
』
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
の
序
文
に
お
い
て
『
懐

徳
堂
紀
年
』
に
触
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
松
山
直
蔵
は
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
成
立
事

情
に
つ
い
て
木
菟
麻
呂
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と

も
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
稿
本
の
こ
と
を
「
年
表
」
と
暖
昧

A

注
+
八
}

に
表
現
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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結
語

中
井
木
菟
麻
巴
に
は
、
懐
徳
堂
に
関
し
て
は
中
井
家
の
子
孫
で
あ
る
自
分
こ
そ
が
最

も
理
解
し
て
い
る
と
の
強
い
自
負
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
木
菟
麻
呂
自
身
、
一
八
五

五
(
安
政
二
)
年
に
懐
徳
堂
内
で
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
迎
え
た
一
八
六
九
(
明
治
二
)
年
の

閉
校
ま
で
懐
徳
堂
内
で
育
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
木
菟
麻
呂
が
そ
う
し
た
自
負
を
抱
い

て
い
た
と
し
て
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

木
菟
麻
呂
以
上
に
懐
徳
堂
を
よ
く
知
る
者
が
い
な
い
こ
と
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
側

も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
懐
徳
堂
紀
年
』
献
上
の
時
も
、
「
懐
徳
堂

年
譜
」
の
時
も
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
懐
値
堂
の
編
年
史
の
執
筆
を
自
力
で
は
行
わ
ず
、

二
度
と
も
木
菟
麻
呂
に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
念
会
は
同
時
に
、
木
菟
麻
日
を
遠
ざ
け
よ
う
と
も
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
「
懐
徳
堂
復
興
小
史
」
に
よ
れ
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

一
九
一

O
(明
治
四
十
三
)
年
一
月
の
大
阪
人
文
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
議
決
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

懐
徳
堂
は
中
井
氏
の
私
皐
に
非
ず
し
て
、
幕
府
の
保
護
と
志
あ
る
市
民
の
協
力
と

に
成
り
し
公
立
の
皐
問
所
な
り
。
然
れ
ば
公
祭
は
大
阪
人
文
舎
の
私
す
べ
き
に
非

ず
、
大
阪
府
教
育
舎
は
勿
論
、
(
当
時
市
教
育
舎
は
解
散
し
て
、
未
だ
復
興
せ
ざ

り
き
。
)
懐
徳
堂
に
縁
故
深
き
鴻
池
善
右
衛
門
君
(
懐
徳
堂
創
立
五
同
士
の
一
人

な
る
鴻
池
宗
古
は
、
其
の
一
族
な
り
。
)
住
友
吉
左
衛
門
君
(
其
の
一
族
に
し
て

別
子
銅
山
に
功
あ
り
し
入
江
育
驚
遁
稿
泉
屋
利
兵
衛
は
、
性
理
撃
を
修
め
た
る
が
、

玉
井
蘭
洲
の
門
人
な
り
。
)
を
初
と
し
て
、
同
士
の
紳
士
に
請
ふ
に
殻
起
人
た
ら

ん
こ
と
を
以
て
す
べ
し

懐
徳
堂
記
念
会
は
、
「
懐
徳
堂
は
中
井
氏
の
私
撃
に
非
ず
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
懐

徳
堂
が
「
公
」
の
存
在
で
あ
っ
た
と
強
調
し
て
い
た
。
記
念
会
に
と
っ
て
中
井
木
菟
麻

呂
は
、
或
る
一
定
の
距
離
を
置
く
べ
き
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
一
九
二
六
(
大
正
十
五
)
年
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
刊
行
し
た
『
懐
徳
堂
要

覧
』
に
お
い
て
は
、
一
九
一

O
(明
治
四
十
三
)
年
一
月
の
大
阪
人
文
会
に
お
い
て
な
さ

れ
た
議
決
か
ら
、
「
懐
徳
堂
は
中
井
氏
の
私
撃
に
非
ず
し
て
」
と
い
う
文
言
が
消
え
て

い
る
。
こ
れ
は
、
木
菟
麻
目
を
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
い
た
記
念
会
が
、
そ
の
姿
勢
を
変

化
さ
せ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
の
変
化
は
、
一
九

二
四
(
大
正
十
三
)
年
に
西
村
天
囚
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
序
文
で
松
山
直
蔵
は
、
「
余
嘗
て
子
俊
の
言
を
聞
く
、
懐
徳
堂

は
浪
華
の
公
撃
に
し
て
、
一
家
の
私
塾
に
非
ず
と
。
懐
徳
堂
考
弁
に
其
の
草
す
る
と
こ

ろ
の
慢
徳
堂
記
念
舎
趣
旨
書
倶
に
頗
る
意
を
北
慮
に
致
せ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
子
俊

と
は
西
村
天
囚
の
号
で
あ
り
、
「
懐
徳
堂
は
中
井
氏
の
私
撃
に
非
ず
」
と
の
主
張
は
、

実
は
西
村
天
囚
そ
の
人
の
主
張
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

懐
徳
堂
記
念
会
や
松
山
直
蔵
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
献
上
に
触
れ
な
い
理
由
や
、
懐

徳
堂
記
念
会
と
中
井
木
菟
麻
目
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
も
残
る
が
、

そ
う
し
た
課
題
の
解
明
に
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
北
山

文
庫
や
新
田
文
庫
の
資
料
が
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
北
山
文
庫
や
新

国
文
庫
の
資
料
を
更
に
活
用
し
た
研
究
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

勾

t。，“

注

(
注
一
)
木
村
英
一
「
懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す

る
近
況
に
つ
い
て
」
(
「
懐
徳
」
第
印
号
、
一
九
八

O
年
)
は
、
「
約
四
百
点
」

の
第
二
次
北
山
文
庫
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
懐
飽
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立
過

(
注
二
)



程
」
(
「
中
国
研
究
集
刊
」
調
号
、
二

O
O三
年
)
、
「
資
料
紹
介
新
田
文

庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
」
(
「
国
語
教
育
論
叢
」
第
日
号
、
二

O
O三
年
)
、
「
資

料
紹
介
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
懐
徳
堂
紀
年
』
」
(
「
懐
徳
」
第
花
号
、
二

O

O
四
年
)
参
照
。

(
注
三
)
比
較
に
用
い
た
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
は
、
筆
者
の
所
有
す
る
「
慎
徳
堂

考
和
紙
印
刷
玉
拾
五
部
之
内
第
武
拾
参
暁
」
で
あ
る
。

(
注
四
)
活
字
本
年
譜
印
刷
の
際
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
左
の
表
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

フf台E 宝 フE 享
暦 文 H 保

フE 年フじ
干

十
年 年

年

7治E 竣
五杜友 篭春埜

ヰじ
を

本年山7年E 告く
名更置 た 譜

カミ ひ
す

治同 竣を 五社友 春笠竜 活寸炉L ー， 

Y年E 告
本年譜ぐ

名更
置か た

び
ず

(
注
五
)
注
(
二
)
前
掲
の
拙
論
「
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立
過
程
」
、
「
資
料
紹
介

新
国
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
」
参
照
。

(
注
六
)
「
慎
億
堂
年
表
」
は
、
第
一
次
・
第
二
次
新
国
文
庫
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い

ょ
う
で
あ
る
。
井
上
了
「
懐
徳
堂
文
庫
等
所
蔵
新
収
資
料
・
器
物
等
目
録
」
(
大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
共
同

研
究
報
告
書
』
、
二

O
O三
年
)
、
及
び
池
田
光
子
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定

目
録
」
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
ニ

O
O四
』
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
二

O
O四
年
)
参
照
。

(
注
七
)
こ
こ
で
い
う
『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
、
新
国
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
に
お
け
る

木
菟
麻
自
の
記
述
し
た
本
文
の
こ
と
を
指
す
。
北
山
文
庫
本
に
は
、
西
村
天

囚
が
後
に
加
え
た
朱
筆
の
修
正
・
削
除
の
指
示
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
比
較
に

際
し
て
は
す
べ
て
無
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
は
、
活
字
本
年

譜
の
表
記
に
従
う
。
な
お
、
同
一
の
事
柄
に
関
す
る
表
現
が
部
分
的
に
相
違

す
る
も
の
は
除
い
た
。

(
注
八
)
慶
応
三
年
の
条
に
つ
い
て
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
か
な
り
の
分
量
の
記
述
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
、
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
・
宮

内
庁
本
と
も
ま
っ
た
く
記
述
が
な
い
。
新
田
文
庫
本
に
お
い
て
、
幕
末
、
特

に
安
政
年
間
以
降
は
、
慶
応
三
年
を
除
い
て
毎
年
か
な
り
の
分
量
の
記
述
が

あ
り
、
慶
応
三
年
の
み
記
述
が
な
い
の
は
、
甚
だ
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
原

因
は
不
明
で
、
単
純
な
編
集
上
の
ミ
ス
に
よ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
「
懐
億
堂
年
譜
」
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
こ
の
年
は
、
桐
園
が
奉
行
所

に
「
堂
事
を
嘆
訴
」
し
た
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
た
、
懐
億
堂

運
営
の
立
て
直
し
が
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
話
が
多
い
。
木
菟
麻
巴
が
こ
れ

を
不
名
誉
な
こ
と
と
捉
え
て
、
意
図
的
に
削
っ
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
思

わ
れ
る
。

(
注
九
)
北
山
本
年
譜
に
は
、
本
文
と
し
て
「
三
月
。
本
書
に
進
践
を
添
へ
む
こ
と

を
請
ふ
」
と
記
さ
れ
た
後
、
藍
筆
で
見
消
に
な
っ
て
い
る
。

(
注
十
)
北
山
本
年
譜
に
は
、
本
文
と
し
て
「
五
月
本
府
に
上
進
す
進
肢
の
議
未
定

ら
さ
る
を
以
て
命
を
待
た
し
む
七
月
十
二
日
命
降
る
」
と
記
さ
れ
た
後
、
藍

筆
で
見
消
に
な
っ
て
い
る
。

(
注
十
二
北
山
本
年
譜
に
は
、
本
文
と
し
て
「
十
月
十
五
日
懐
徳
堂
詩
箆
あ
り
題
冬

雰
」
と
記
さ
れ
た
後
、
墨
筆
で
見
消
に
な
っ
て
い
る
。

(
注
十
二
)
北
山
本
年
譜
に
は
、
本
文
と
し
て
「
晦
西
町
奉
行
所
桐
園
を
召
し
て
明
日

両
使
君
か
往
き
て
書
院
を
観
む
と
欲
す
る
旨
を
告
く
然
る
に
公
事
あ
り
て
呆

さ
、
り
き
」
と
記
さ
れ
た
後
、
墨
筆
で
見
消
に
な
っ
て
い
る
。

(
注
十
三
)
新
国
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
、
木
菟
麻
呂
が
記
念
会
に
呈
上
し
た
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北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
本
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
加
筆
修
正
が

五
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
加
筆
は
、
木
菟
麻
自
が
「
懐
徳
堂
年
表
」
を
表

す
際
の
「
増
修
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
注
(
二
)
前

掲
の
拙
稿
「
『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立
過
程
」
第
四
章
(
二
)
参
照
。

(
注
十
四
)
『
懐
徳
堂
紀
年
』
稿
本
の
木
菟
麻
自
の
識
語
は
、
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
た

浄
書
本
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
稿
本
の
識

語
に
は
、
執
筆
に
用
い
た
資
料
と
し
て
『
学
問
所
建
立
記
録
』
も
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
の
「
大
正
三
年
」
の
部
分
に
は
、
『
学

問
所
建
立
記
録
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

(
注
十
五
)
後
述
す
る
松
山
直
蔵
の
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
懐
億
堂

記
念
会
が
木
菟
麻
呂
に
「
懐
徳
堂
年
譜
」
執
筆
を
依
頼
し
た
の
は
一
九
二
四

(
大
正
十
三
)
年
の
「
盛
夏
」
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の

識
語
を
同
年
の
「
仲
夏
」
に
書
い
て
お
り
、
木
菟
麻
呂
が
依
頼
を
受
け
て
か

ら
執
筆
に
費
や
し
た
時
間
は
、
か
な
り
短
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

も
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
内
容
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
要
素
が
少
な
い
こ
と
に

影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
注
十
六
)
注
(
二
)
前
掲
の
拙
稿
「
資
料
紹
介
新
田
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
」
参
照
。

(
注
十
七
)
上
松
寅
三
に
つ
い
て
は
、
山
村
太
郎
「
今
井
館
長
と
上
松
老
人
の
こ
と
」
(
「
懐

徳
」
第
幻
号
、
一
九
六
六
年
)
参
照
。

(
注
十
八
)
再
刊
本
『
懐
徳
堂
考
』
序
文
で
松
山
直
蔵
は
、
「
懐
飽
堂
年
譜
」
作
成
の
際
、

「
年
表
」
中
の
「
専
ら
家
常
噴
事
に
繋
か
る
も
の
」
を
削
除
し
た
か
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
年
表
」
が
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
指
す
の
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
指
摘
に
は
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に

存
在
し
て
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
は
存
在
し
な
い
記
述
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
の

公
的
な
活
動
と
は
直
接
関
係
し
な
い
、
竹
山
や
履
軒
の
家
族
の
出
生
や
死
去

と
い
っ
た
、
中
井
家
の
私
的
な
事
柄
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

例
え
ば
安
永
三
年
に
懐
徳
堂
の
門
前
に
女
児
が
棄
て
ら
れ
て
い
た
事
件
も
、

『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
は
記
述
が
あ
る
が
「
懐
徳
堂
年
譜
」
に
は
記
述
が
な
い
。

こ
の
捨
て
子
事
件
は
、
小
堀
一
正
・
山
中
浩
之
・
加
地
伸
行
・
井
上
明
大
『
叢
書

・
日
本
の
思
想
家
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
(
明
億
出
版
社
、
一
九
八

O
年
)
が

注
目
す
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
と
町
方
・
奉
行
所
と
の
関
係
に
関
わ
る
出
来
事
で

あ
り
、
懐
徳
堂
の
公
的
な
地
位
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
松
山
直
蔵
の
い
う
「
年
表
」
が
北
山
文
庫
本
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
「
懐
徳
堂
年
譜
」
成
立
の
段
階
で
こ
う
し
た
記
述

が
削
除
さ
れ
た
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
松
山
直
蔵
の
序
文
の
表
現
は
当
た
ら

な
い
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
西
村
天
囚
の
遺
稿
を
集
め
た
『
碩
園
先
生
遺
集
』
(
懐
徳
堂
記
念
会
、

一
九
一
三
ハ
(
昭
和
十
一
)
年
)
中
の
「
碩
園
先
生
文
集
巻
=
ご
に
は
、
「
擬
伝
献

懐
徳
堂
年
表
表
」
と
題
さ
れ
た
一
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
、
「
甲

寅
十
一
月
」
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
三
年
十
一
月
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』

を
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
際
に
西
村
天
囚
が
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
国
ら
懐
億
堂
記
念
会
関
係
者
の
間
で
は
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』

が
「
懐
徳
堂
年
表
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

る。
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